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石桜同窓会
盛　岡　市　長　田　町

岩手高等学校内
印刷山口北州印刷㈱

岩手中・高等学校

赤
坂
同
窓
会
長
が
祝
辞

「
母
校
に
生
き
た
灯
を
」
と

平
成
八
年
九
月
七
日
、
岩
手

中
・
高
等
学
校
体
育
館
に
お
い

て
創
立
七
〇
年
記
念
式
典
が
挙

行
さ
れ
た
。

開
式
の
言
葉
、
君
が
代
斉
唱

に
続
き
、
三
田
義
之
岩
手
奨
学

会
理
事
長
が
「
軽
桃
浮
薄
を
憂

い
、
石
割
桜
の
如
き
強
い
精
神

力
と
体
力
を
有
す
る
社
会
に
役

立
つ
誠
実
な
人
材
の
育
成
が
大

事
で
あ
冬
と
の
創
立
者
三
田

義
正
翁
の
建
学
の
精
神
で
一
生

懸
命
励
ん
で
、
新
し
い
歴
史
を

作
っ
て
ほ
し
い
ご
と
式
辞
を

述
べ
ら
れ
る
と
、
池
口
社
章
岩

手
中
・
高
等
学
校
長
は
「
学
校

の
校
訓
や
石
桜
精
神
の
重
い
歴

史
に
恥
じ
ぬ
よ
う
藁
に
ス
ポ
ー

ツ
に
成
果
を
挙
げ
、
名
を
高
か

ら
し
め
る
よ
う
努
力
す
る
決
意

で
あ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

二
祝
辞
の
赤
坂
俊
夫
会
長
血

「
俺
は
岩
高
の
卒
業
だ
」

と
何
処
に
行
っ
て
も
、
誰
と

会
っ
て
も
胸
を
張
る
た
め
に

は
、
今
遭
遇
し
て
い
る
大
き

な
宿
題
を
成

上
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
「
優
勝
旗
は
良
き
監
督
の

そ
れ
は
、
津
田
塾
的
な
寺
　
も
と
に
集
ま
る
」
の
哲
学
が

子
屋
式
の
特
訓
だ
と
思
う
。
　
示
す
通
り
で
あ
る
。
良
き
選

更
に
、
岩
高
の
イ
メ
ー
ジ
　
手
を
如
何
に
吸
い
寄
せ
畠
か

し
遂
げ
ね
ば

な
ら
な
い
。

輝
か
し
い

伝
統
を
生
か

し
、
大
き
な

希
望
を
実
現

す
る
た
め
に

「
何
糞
精
神
で
頑
■
璽
ば俊

学
卒
の
向
上
と
、
ク
ラ
ブ
の

指
導
者
の
探
索
に
は
、
大
き

．
な
基
金
が
必
要
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
い
ま
、
七

十
周
年
を
起

大
」

点
と
し
て
石

桜
同
窓
生
が

燃
え
上
が
り
、

何
糞
精
神
で

頑
張
り
通
せ

ば
、
こ
の
夢

は
、
私
学
に
よ
る
人
材
育
成

を
め
ざ
し
た
三
田
義
正
翁
の

念
願
に
応
え
る
た
め
に
も
、

優
秀
大
学
へ
の
進
学
率
の
向

を
植
え
付
け
る
た
め
に
は
、
　
と
同
時
に
、
そ
れ
を
ひ
さ
よ

ク
ラ
ブ
活
動
の
強
化
で
あ
り
、
せ
る
指
導
者
の
影
響
が
特
に

そ
の
手
段
は
良
き
指
導
者
の
　
大
き
い
。

の
現
実
も
決
し
て
不
可
能
で

は
な
い
。
一
層
の
ご
協
力
を
、

心
か
ら
お
願
い
す
る
。

探
索
以
外
に
な
い
。

寺
子
畠
式
特
訓
に
よ
る
進

川
　
式
辞
を
述
べ
る

三
田
義
之
理
事
長
…
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し

続
い
て
吉
田
一
芳
P
T
A
会

長
、
赤
坂
俊
夫
同
窓
会
会
長
が

祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。
赤
坂
会

長
は
「
母
校
に
生
き
た
灯
を
と

も
せ
。
生
徒
諸
君
は
勉
学
に
ク

ラ
ブ
に
全
力
を
尽
く
せ
。
」
と

激
励
の
言
葉
で
熱
弁
を
ふ
る
っ

た
。

持 年宴 生 徒 募 集 要 項 l

高　　　 等　　　 学　　　 校 中　 学　 校

特別進学コース クラブ推薦 一　　　 般 －

募　 集　 定　 員 30名 若干名 250名（左記含む） 20名

出　 願　 期　 間 1月 8 8 的～10日陰）
1月20日脚

、 1 月24別封

3 月 3 日胴）

～ 3 月7 日（封

！式　 験　 期　 日 1 月13日㈲ 2 月1 日仕） 3 月8 別カ

試　 験　 科　 目 国語、数学、英語 面接 国社数理英
（5 科目） 国語 ・算数

遭　 抜　 方　 法 調査書 ・学力試
験 との総合判定

調査書・推薦書・
面接の総合判定

謬蛭書、学力錐 及び面接
侍願書のみ）の総合判定

筆記試験、調査書、
面接の総合判定

合　 格　 発　 表 1 月18日出 2 月7 日（釣 3 月12日㈱

入学手続き締切 日 1月28日的 2 月17日田） 3 月19日㈱

◇　 同窓生の子弟の応募を歓迎 します。高校等願制度 もありますので、ご利用 ください。

◇　 中学生の増加を図り、中高一貫教育を目指 しています。ご勧誘をお顔いいたします。

◇　 入学案内 ・願書は9 月下旬にでき上が ります。

◇　 中学校は授業料を徴収しません。

◇　 寄宿舎の施設があります。

事務局　 〒020　盛岡市長田町7 番60号

職 0196－24－4445㈹　 Fa x O19か－5ト34 54

旧
職
員
に
感
謝
状

永
年
勤
続
職
員
に

表
彰
状
の
贈
呈

続
い
て
旧
職
員
に
対
す
る
感

謝
状
の
贈
呈
、
二
五
年
の
永
年

勤
続
職
員
に
対
す
る
表
彰
状
の

贈
呈
と
続
き
、
池
喘
葵
生
徒
会

会
長
が
、
「
長
い
歴
史
の
岩
手

山
登
山
、
テ
ニ
ス
部
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
、
物
理
部
の
活
躍
、

サ
テ
ラ
イ
ト
授
業
な
ど
で
の
学

力
向
上
で
本
校
七
〇
年
の
伝
統

を
受
け
継
ぎ
、
発
展
さ
せ
て
い

き
た
い
。
」
と
の
決
意
を
誓
い
、

最
後
に
全
員
に
よ
り
校
歌
が
斉

唱
さ
れ
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様

で
あ
っ
た
が
、
理
事
長
先
生
を

は
じ
め
、
来
賓
、
表
彰
者
、
教

職
員
、
生
徒
の
参
列
の
も
と
、

厳
粛
な
雰
囲
気
で
約
一
時
間
の

記
念
式
典
を
終
了
し
た
。

感
謝
状
・
表
彰
状
受
賞
者
は

次
の
通
り
。

感
謝
状
受
賞
者

山
　
中
　
傾
　
三
　
先
生

口家藤

牡　　貫

孝寛中

先先先
生生生

田
　
良
　
作

津

　

　

至

楕
　
精
四
郎

中
　
村
　
嘉
　
明

村
　
上
　
照
五
郎

佐
羽
内
　
農
　
祐

高
　
橋
　
三
　
郎

表
彰
状
受
賞
者

中
　
舘
　
情
　
悦

山
　
岸
　
道
　
利

先先　　先先先先先先先
生生　　生生生生生生生

東本井青高久小遠菊菊

舘舘藤木絹保畑藤池地

…専公　文一美勝浦軍治

治拾博一義郎行安次雄

先先先先先先先先先先

創
立
7
0
周
年
記
念
祝
賀
会
は
1
0
月
1
9
日
出

i生生生生生生生生生生
＿●＿＿＿●＿●1

石
桜
同
窓
会
主
催
の
記
念
祝
賀
会
は
、

本
年
度
同
窓
会
の
総
会
と
、
左
の
よ
う
に

同
日
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

で
き
る
だ
け
沢
山
の
O
B
諸
兄
と
、
祝

賓
を
共
に
し
た
く
、
ご
来
会
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

☆
ご
出
席
の
場
合
、
同
封
の
ハ
ガ
キ
で
お

知
ら
せ
下
さ
い
。

「
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巨
－
…
．
…
、
．
i
毒
．
．
…
．
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．
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．
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．
…
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．
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き10月19日仕）
ころ　盛岡駅前・ホテ

ルメトロポリタン盛岡
新館ニューウイング

〔同窓会絵会〕

午後　3：00～4：00
会場　4F桐の間

〔記念講演〕

午後　4：10～5：30

会場　上に同じ
講師　同窓会長赤坂俊夫

演題「性行為感染症（性
病）の最近の傾向」

〔功績顕彰・祝賀会〕

午後　6：00－8：00
場llFギャラクシー

（祝賀会会費　6．000円）

天
候
が
心
配
さ
れ
た
が
今
年

も
無
事
、
高
校
二
年
生
の
岩
手

山
登
山
が
行
わ
れ
た
。

本
校
の
校
旗
は
昭
和
二
年
九

月
二
日
に
制
定
さ
れ
、
今
な
お

入
学
式
、
卒
業
式
等
の
儀
式
の

際
に
壇
上
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

さ
す
が
に
古
色
蒼
然
と
は
し
て

い
る
が
、
そ
れ
が
ま
た
我
が
校

の
歴
史
の
古
き
を
醸
し
出
し
て

い
る
。校
旗
制
定
か
ら
三
日
後
の
昭

和
二
年
九
月
五
日
、
岩
手
山
山

頂
で
校
旗
樹
立
式
が
挙
行
さ
れ
、

さ
ら
に
そ
れ
か
ら
二
年
後
の
昭

和
四
年
九
月
十
一
日
に
は
校
旗

樹
立
記
念
碑
が
岩
手
山
山
頂
奥

宮
前
に
建
立
さ
れ
た
。

本
校
伝
統
の
学
校
行
事
、
岩

手
山
集
団
登
山
は
そ
れ
以
来
脈
々

と
続
け
ら
れ
て
き
た
。

登
山
口
か
ら
〓
口
目
ま
で
の

長
い
林
道
。
岩
手
山
登
山
は
最

初
か
ら
過
酷
で
あ
る
。
し
か
し
、

五
台
目
、
六
合
目
あ
た
り
か
ら

零
下
の
町
並
み
を
見
下
ろ
せ
ば

そ
れ
が
何
物
に
も
代
え
難
い
一

服
の
清
涼
剤
と
な
り
、
前
途
へ

の
勇
気
が
湧
く
。
八
台
目
山
小

屋
に
着
く
と
そ
れ
ま
で
の
苦
し

さ
が
一
気
に
報
わ
れ
る
。

山
頂
。
お
鉢
を
巡
っ
て
、
石

碑
の
前
に
立
つ
と
一
種
敬
虔
な

気
持
ち
に
な
る
。
こ
の
石
碑
に

宿
っ
た
山
霊
、
構
気
が
我
々
に

伝
わ
っ
て
く
る
の
だ
。

「
皇
風
永
扇
校
運
隆
昌
」
霊

峰
岩
手
山
の
山
笠
の
祐
け
を
仰

ぎ
、
我
が
校
の
校
運
が
長
く
大

き
く
発
展
し
、
石
桜
を
巣
立
っ

た
多
く
の
人
材
が
こ
の
国
の
発

展
に
寄
与
せ
ん
こ
と
を
、
と
い

う
願
い
を
込
め
た
石
碑
の
文
で

あ
る
。そ
こ
に
は
創
立
当
時
の
石
桜

の
先
輩
た
ち
の
大
き
な
誇
り
と

強
烈
な
ま
で
の
自
負
と
、
そ
し

て
目
的
意
識
が
見
て
と
れ
る
。

ま
た
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い

事
は
、
そ
こ
に
謙
虚
さ
が
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
。

人
知
を
越
え
た
存
在
を
岩
手

山
に
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
し
、
「
人

事
を
尽
く
し
て
天
命
を
待
つ
」

姿
勢
が
あ
る
。

本
年
は
我
が
校
創
立
七
十
周

年
。
ま
ず
人
事
を
尽
く
そ
う
。

ご畳食 ・ご商談 ・ご宴会

⑳ 料亭泉 超
盛岡市大通1 丁目8 －4
ニ　コット　キョー　ゴ　タ

℡ 盛 岡 2 5 － 9 4 5 9 ㈹

メンズファッション＆スクール 吐ア

㈱　 佐　 藤　 被　 服

本　社　盛岡市青町　T E L　㈹（24）3797
営業所　紫波郡矢巾町流通センター

TE L　㈹（37）2661

スタジオ績影・各種スピード写真・各種カメラ
カラー・D．P．E ・妃念出張嬢影

熟 地 溝 鳩 暗 傾 腋 点 滴 詞

池ノ谷　忠　 正

材木町信用金庫向　T E L （22）7457
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あ力聞えきありし減 すがに枚さもく大－をい目 かろ突たしま内まび来埋りと ま当がのと月員を業
的りをわるこつまな少い○かしのこのにき層たをに母とと然－てす零しもぎ己亭ま踏しすに送こす余に椙と母
蘭 撒 辟 糟 撒 壷壷墨 壷 聖

茎 茎　 茎　 茎　 苦さこ蓄え警告要塞長持 管喜璧

一道佐杉斎＃米高岡中佐中土浅菅工村藤鎌太斉古書松太　々 井　 田
條叉木本藤根島橋田島藤！野尻沼野藤里原田田藤饉日田見代
能事一正穂矢玉芳 書正目 茂誠省 久菅耕得俊

　　四

彦三郎善郎平悦雄誠幹清一次言責㌧一手一一弟郎郎造明雄　　　　 局ヽ

旧 旧旧 旧
8 7 6 5塁 璧堅 塁 思

高松黄南下金加沼金伊中高三武山構小佐藤大菊佐工佐佐
斗　 々 々

山鳥 澤米澤藤川田藤村一僑浦載口本野藤原沢池木藤＝匪木

千 次

児　 曾　 ◎ 〈◎ 協まで
回　 匝Ⅰ生　 生

笠 谷

　 ■ヽ■．′

忠改正松勝弘 達正弘正安秀行大武俊武忠 徳次徳
四　 三 太

一美音郎雄毅嵩減瑛雄穀士夫彦夫雌郎雄夫雄郎勇郎郎一 享円責円

　 旧　 旧　　　 送◇窓 ◆◎

芋 …≡≡喜蓋≡喜≡……彗≡…重萎≡喜≡≡蓋≡翻 芸重野 麦藁潤
12 11　回　 回　生　 生　志 笠 野　 生保■　　　　　 l

栄禎助豊郎彰二雄武重二三載＿二恭夫夫偉淳三夫作郎書俊夫稔徹語雄　 去

旧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 旧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 旧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 旧
16　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 14　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 13
回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 回
生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 生

岩中佐武佐牟佐太出花佐小坂 華北似藤 岡大 中足■浅 海金湯中小小 中小瀬斉坂盛佐 津瀬藤清小藤 北書金村 高下滝 武村音大高市名川清小鶉 菊　　　冒　 々山　　　　　　 笠 笠松 野　　　 水野　　　　　　 久

泉村藤 田藤枝藤代淵舘木田橋 村口内沢澤 澤島津沼野沢沢村原麻 原代尾藤下 合藤田川村瑞寺 原口田矢松 橋村 川栽田島西橋柵井村 水原 沢地
耕義鹿和　 英睦行　 正吉和芳敏　　 昭 政源一一瞥額 国　 書　 義毅　 惨事金　 妄 書　　 修幸 恵　 ＿　 健弥幕正廣　 英

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 衛　　　　　　　　　 太
明登巌太僧繍照雷肇世郎男大 三守夫雄男靖昭 至典 雄一異雄男造 彦功夫晋 尚大 治耕一志書稔 門裁弘昇功 郎男 夫覿則夫博清朗七人三通 昇ニ

旧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〈旧
18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 後　　　　　　　　　　 前 17
塁　　　　　　　　　　　　　 型　　　　　 野望

小庶出西岩和井平早佐高兼 畠増高藤足音 雪斎 藤赤 佐水田高斎佐 武吉鈴武重 中小立福音渡藤 川猪五 圃書藤池 下山坂多田斎佐黒佐 杉鷹 葡小　■在 井　 　々　　　 ノ　 　々　 　々　 笠　　　　 日　　　　　 々
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昭　 寿　 孝和和直潤栄精弘　 孝徳　 一　 孝僧　 秀祐　 幸　 幸 吉省廣●喜憲惰 僧一 ・俊睦二慶　 康義龍　 秀健 和武美一光克　 些　 辰違忠芭　　　　四　 次　 四
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斬　　　　　　　　　　　　　　　　　　 新
2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
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生　　　　　　　　　　　　　　　　　　 生

細工如 上… 加井栃訟銅 山高村開大蒜佐書 冊 菅州 麦忘 清畠池鈴 高円荒讐浅村新嘗 有武警豊 椙後森 小削 、上帝清藤誉 田実木大書

川藤村村原田田藤幕内田村辺 添嶋上井森寺藤 川村 兼川織田井 田＝賠島野木橋 子島木沼井藤 木原田木 原士藤地 原原原 田池本村 木中間村釜田

郁　 耗敦悦慶 紀　 重新　 勇 ・照 ・廣犀克孝債 ヂ正揮勇徳益　 昭和雄啓幹　 博正孝　 京隆太菅 芳久　 久恵　 徳勝一 拝　 啓利 和祐賢何　　　　　　　　次　 五、
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回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 回
生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 生
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薪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 斬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 新
15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 14　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 13
里　　　　　　　　　　　　　　 堅　　　　　　　　　　　　　　　　　　 塁
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昭和 和
行 修 登 徹恒 利 樹 久勝 晋 之 之 彦 郎 介 一 力 学 明 夫 隆 之 也 彦 一 倍 尚 司 明 夫 典 巳楕 宏 生 雄 美 一 二 男 之 夫 勇 司敏 光 見 之 美 彦 雄 二 明 典 元 夫農 夫彦 俊

斬　　　　　　　　　　　　　　 新　　　 斬　　　　　　 新　　　　　　 新　　　　　　　　　　 薪　　　　　　　　　　　　　　　 斬　　　　　　 新
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生　　　　　　　　　　　　　　　 生　　　 生　　　　　　 生　　　　　　 生　　　　　　　　　　　 生　　　　　　　　　　　　　　　 生　　　　　　 生

菊竹 金 澤 佐 高 田 白高 加 千 山 大 八 小 中 下 盛 菅 作 藤 池 中 北 石 膏 仙 小 犬 相 川 安 伊 石 竹 小 福 拍 伊 田 伊 佐 川 小 澤 舌 小 三 川 工 藤 松 坂 竹 三 ！峠吉 工 太 鈴　　　々　　 茂　　 重 山　 河　　　　　　　　　　 河　　　　　　　 　々 山　 屋
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日
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7
0
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式
典
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桜
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ー
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4
0
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年
記
念
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を
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ー
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午
後
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3
0
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か
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3
時
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で
の
式
典
で
は
栃
内
松
四
郎

（
旧
1
0
回
生
）
桜
泳
会
会
長
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挨
拶
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同
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後
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時
か
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ル
ニ
ュ
ー
カ
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ー
ナ
で
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会
で
は
遠
藤
貫
中
（
旧
1
回

生
）
桜
泳
会
名
誉
会
長
の
挨
拶

の
あ
と
、
来
賓
と
し
て
池
口
杜

孝
学
校
長
、
赤
坂
俊
夫
同
窓
会

長
等
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
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顧
問
の
菊
池
健
先
生
か
ら
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生

徒
の
近
況
報
告
」
、
主
将
か
ら

「
現
役
選
手
代
表
挨
拶
」
、
佐

藤
正
吉
先
生
か
ら
は
出
席
の
旧

職
員
革
島
充
弘
先
生
、
現
職
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小
畑
勝
行
先
生
等
の
歴
代
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の
先
生
の
紹
介
が
あ
っ
た
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校
歌
と
水
泳
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歌
の
斉
唱
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締
め
く
く
り
に
盛
大
な
会
食
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某
を
閉
じ
た
。

岩
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・
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校
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念
誌
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7
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巻
末
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桜
泳
会
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ン
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ー
3
0
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名
余
の
名
簿
を
収
録
、
そ
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O
B
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周
の
厚
さ
を
し
め
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て
い
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後
幾
度
か
の
黄
金
期
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迎
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の
7
0
年
の
星
霜
に
感
慨
深
い
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い
出
の
記
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
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の
三
氏
。

本
文
の
〝
思
い
出
″
は
大
坪
範

雄
（
新
1
3
回
生
）
伊
藤
昭
一
郎

（
旧
1
7
回
生
）
藤
原
光
邦
（
新

1
5
回
生
）
村
井
健
祐
（
新
7
回

生
）
嶋
屋
智
明
（
新
4
0
回
生
）

村
井
孝
（
旧
1
4
回
生
）
の
諸
兄

が
執
筆
し
て
い
る
。

他
に
水
泳
部
の
歩
み
、
大
会

別
成
績
表
、
歴
代
部
長
名
ま
で

収
め
た
労
作
で
あ
る
。

水
泳
部
は
大
正
1
5
年
4
月
の

第
一
回
入
学
生
に
よ
る
水
泳
同

好
会
の
活
動
に
始
ま
り
、
昭
和

3
年
の
「
石
桜
会
」
発
足
に
よ
り
、

キ
ャ
プ
テ
ン
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

制
が
設
け
ら
れ
て
部
が
誕
生
。

第
一
回
生
に
よ
り
東
北
、
北

海
道
に
ク
岩
中
水
泳
部
″
の
名
を

知
ら
し
め
て
以
来
、
戦
中
・
戟

の
先
生
、
退
職

本
年
三
月
で
社
会
科

の
中
村
嘉
明
先
生
、
数

学
科
の
村
上
照
五
郎
先

生
（
新
2
回
生
）
理
科

の
井
藤
博
先
生
（
新
2

回
生
）
が
退
職
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
3
月
1
4

日
離
任
式
が
行
わ
れ
た
。

い
ず
れ
も
2
0
年
以
上

の
永
い
ご
勤
務
の
先
生

で
親
子
2
代
お
世
話
に

な
っ
た
卒
業
生
も
少
な

く
な
い
。

ソ

フ

ト

‥

芸

輔

　

　

　

　

．

′

二

今
年
の
夏
中
央
通
り
を
通
っ
た
O
B
諸
兄
は
母
校
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
」
の
字
幕
を

見
て
．
あ
あ
今
年
も
頑
張
っ
て
い
る
な
″
と
思
わ
れ
た

人
が
多
か
っ
た
と
思
う
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
ま
で
の

経
績
と
そ
の
成
果
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。

今
年
の
県
高
総
体
は
母
校
か

ら
1
0
の
部
が
競
技
に
参
加
。
テ

ニ
ス
部
の
団
体
健
勝
を
は
じ
め
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
団
体
準
優
勝

の
ほ
か
ラ
グ
ビ
ー
部
の
A
プ
ロ
ッ

タ
昇
格
な
ど
成
果
を
抱
い
て
山

梨
の
第
4
8
回
全
国
高
校
総
体
へ

臨
ん
だ
。
8
月
1
日
か
ら
2
4
日
ま
で
、

全
3
0
種
目
が
「
か
け
ぬ
け
ろ
、
東

風
を
き
れ
、
山
梨
で
」
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
の
下
展
開
さ
れ
た
。

【
テ
ニ
ス
部
）

団
体
優
勝
、
シ
ン
グ
ル
ス
健

勝
と
二
つ
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の

出
場
権
を
得
て
の
山
梨
出
場
だ
っ

た
が
、
今
年
の
ク
ラ
ブ
目
標

「
全
国
一
勝
」
の
壁
は
簡
単
で

は
な
か
っ
た
。
ダ
ブ
ル
ス
は
4

対
5
で
シ
ン
グ
ル
ス
共
々
惜
敗

し
た
。

〔
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
〕

出
場
権
を
得
る
ま
で
、
釜
石

商
、
一
関
第
一
、
宮
古
工
業
に

勝
ち
、
準
決
勝
で
も
高
田
高
を

破
っ
た
が
、
黒
沢
尻
北
高
に
惜

敗
、
準
優
勝
虎
と
ど
ま
っ
た
。

団
体
戦
、
個
人
戦
と
も
レ
ベ

ル
の
商
い
戦
い
を
勝
ち
抜
い
て

き
た
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
で
は
三
重
高
と
対
戦
、
1
対

4
で
負
戦
。

【
ラ
グ
ビ
ー
部
）

こ
の
春
高
総
体
の
初
戦
は
盛

岡
三
高
に
快
勝
、
ニ
回
戦
宮
古

工
業
を
破
り
、
A
プ
ロ
ッ
タ
へ

の
入
れ
替
え
戦
に
臨
ん
だ
。
盛

岡
一
高
に
対
し
て
は
力
と
技
で

勝
り
、
二
年
ぶ
り
に
A
プ
ロ
ッ

タ
に
返
り
咲
い
た
。

秋
晴
れ
の
も
と
　
－

第
6
回
石
桜
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

8
月
2
5
日
（
日
）
岩
手
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
新
山
コ
ー
ス
で
6
年

日
を
迎
え
る
石
桜
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
コ
ン
ペ

は
も
と
も
と
紫
波
石
桜
会
の
肝

入
り
で
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
。

従
っ
て
同
会
会
長
藤
尾
公
一
君

（
新
3
回
生
）
が
呼
び
か
け
人

と
な
っ
て
、
年
々
拡
大
、
今
年

≡
ニ
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
ニ

新
任
の
先
生
三
氏

●
養
護垣
畑
　
由
香
先
生

保
健
室
で
は
生
徒
の
心
身
の

健
康
管
理
も
担
当
。

は
赤
坂
俊
夫
同
窓
会
長
の
始
球

式
を
皮
切
り
に
参
加
者
4

8
名
が

競
っ
た
。

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
の
表
彰
式

に
は
池
口
杜
孝
学
校
長
も
か
け

つ
け
、
赤
坂
会
長
の
挨
拶
に
統

●
数
学
科
（
講
師
）

大
森
英
一
先
生

今
年
度
は
南
2
A
・
B
ク
ラ

ス
の
数
学
を
担
当
。

●
保
健
体
育
科
於
田
圭
一
先
生

こ
の
ほ
ど
教
員
免
許
を
取
得
、

事
務
室
勤
務
か
ら
教
師
に
転
身
。

い
て
池
口
校
長
も
学
校
の
現
況

も
混
え
て
挨
拶
。
健
勝
者
は
藤

尾
公
一
君
（
新
3
回
生
）
だ
っ

た
。新
山
コ
ー
ス
は
福
田
要
社
長

が
新
1
0
回
、
横
沢
大
造
常
務
が

新
1
3
回
と
岩
茜
O
B
が
経
営
陣

に
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
参
加
者

に
親
し
み
を
も
た
れ
、
年
中
行

事
と
し
て
定
着
の
感
が
あ
り
、

参
加
者
も
増
え
つ
つ
あ
る
。

明
年
は
8
月
2
4
日
（
日
）
開

催
予
定
で
多
数
の
参
加
申
込
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
（
写
真
下
）

学
校
法
人
大
豊
学
園
理
事
長

の
竹
花
閲
夫
（
新
8
回
生
）
君

は
教
育
振
興
功
労
と
し
て
本
年

春
の
藍
綬
褒
章
受
章
の
栄
を
受

け
、
6
月
1
日
大
釜
幼
稚
園
保

育
園
多
目
的
ホ
ー
ル
の
落
成
の

記
念
と
合
わ
せ
て
そ
の
祝
賀
会

が
同
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
池
口

社
章
校
長
が
出
席
し
た
。

昭
和
3
7
年
以
来
財
団
法
人
東

林
会
の
大
豊
保
育
園
の
設
立
、

昭
和
4
5
年
滝
沢
村
で
初
め
て
の

学
校
法
人
大
釜
学
園
の
大
釜
幼

椎
園
を
経
営
し
、
そ
の
ほ
か
に

更
生
保
護
や
滝
沢
村
体
協
等
で

地
域
に
奉
仕
し
、
石
桜
振
鹿
会

で
は
同
志
に
呼
び
か
け
て
多
額

の
寄
付
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
。

河
村
孝
祐
君

海
上
保
安
大
学

入
学
式
で
宣
誓

新
4
4
回
生
で
京
都
教
育
大
学

を
卒
業
し
た
河
村
孝
祐
君
は
本

年
四
月
海
上
保
安
大
学
へ
入
学
。

各
課
捏
計
一
七
四
人
の
新
入
生

を
代
表
し
て
学
校
長
に
対
し
宣

誓
朗
読
し
た
旨
が
学
校
へ
伝
え

ら
れ
た
。

盛
岡
市
民
体
育
大
会

10
の
運
動
部
が

熱
闘

4
月
1
9
日
か
ら
5
月
1
2
日
ま

で
盛
岡
市
民
体
育
大
会
が
開
催

さ
れ
、
母
校
か
ら
は
次
1
0
の
運

動
部
が
出
場
、
そ
れ
ぞ
れ
熱
戦

を
繰
り
ひ
ろ
げ
た
。

種
目
に
よ
っ
て
は
高
総
体
へ

の
地
区
予
選
を
か
ね
た
も
の
も

あ
り
、
緊
張
が
求
め
ら
れ
た
春

の
公
式
戦
だ
っ
た
。

出
場
は
陸
上
部
、
柔
道
東
、

剣
道
部
、
卓
球
部
、
テ
ニ
ス
部
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
ラ
グ
ビ
ー

部
、
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

だ
っ
た
。

●
新
亜
回
F
組
ク
ラ
ス
会
1

月
3
日
盛
岡
市
内
の
プ
ラ
ッ
ツ

に
て
新
年
会
を
か
ね
て
2
0
名
が

参
加
。
卒
業
時
担
任
青
木
先
生

出
席
。

●
紫
桜
会
（
新
1
8
回
生
同
期
会
）

1
月
2
0
日
盛
岡
市
内
大
通
り
な

に
わ
に
て
村
上
照
五
郎
先
生
退

職
慰
労
会
を
兼
ね
て
2
1
人
が
参

集
。
●
桜
球
会
（
野
球
部
0
8
会
）

4
月
2
0
日
初
駒
に
て
定
期
総
会
。

新
会
長
に
佐
々
川
患
者
（
新
1
1

回
生
）
を
選
出
。
約
3
0
名
。

●
医
大
石
桜
同
署
会
5
月
1
1

日
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
カ
リ
ー
ナ
に

て
藤
岡
知
昭
君
（
新
1
9
回
生
）

教
授
就
任
祝
賀
会
と
し
て
5
4
名

の
盛
会
。
小
野
繁
岩
手
医
大
学

長
、
赤
坂
同
窓
会
長
、
藤
原
仁

左
衛
門
同
窓
会
副
会
長
、
池
口

校
長
出
席
。

●
新
2
0
回
生
同
期
会
　
5
月
2
4

日
初
駒
に
て
、
遠
藤
顔
己
君
の

永
祥
院
正
住
職
就
任
を
祝
う
。

山
岸
教
頭
出
席
。

●
新
1
3
回
生
同
期
会
　
5
月
2
5

日
ホ
テ
ル
大
観
に
て
3
1
名
の
盛

会
。
村
上
照
五
郎
先
生
退
職
慰

労
会
を
兼
ね
る
。
菊
池
軍
次
先

生
出
席
。

●
岩
手
町
石
桜
同
窓
会
　
6
月

1
5
日
同
町
喫
茶
ヴ
ォ
ー
カ
ル
に

て
新
入
生
、
在
校
生
激
励
会
と

し
て
生
徒
5
名
を
交
え
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
そ
の
後
懇
親
会
。
2
0

名
参
加
。
菊
地
治
雄
先
生
出
席
。

●
桜
球
会
6
月
2
2
日
初
駒
に

て
、
前
会
長
田
中
義
男
（
新
8
回

生
）
の
慰
労
会
及
び
新
役
員
紹

介
。
会
長
佐
々
川
患
者
（
新
u

回
生
）
副
会
長
小
野
寺
圃
祐
君

（
新
1
6
回
生
）
熊
谷
政
名
君
（
新

19
回
生
）
事
務
局
長
中
屋
敷
美

音
男
君
（
新
2
3
回
生
）
。
池
口
校

長
、
米
田
先
生
（
野
球
部
長
）

井
藤
先
生
（
講
師
）
出
席
3
0
名
。

●
石
桜
歯
科
医
師
会
6
月
2
9

日
大
雅
に
て
、
3
0
名
の
盛
会
。

池
口
校
長
出
席
。

●
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
部
O
B

会
9
月
6
日
す
ず
禅
に
て
2
5

名
、
村
上
照
五
郎
先
生
（
旧
職

員
）
出
席
。

ヤマハピアノ・エレク トーン・ステレオ

伊　 藤　 楽　 器　 店

盛周市中央通り1丁目11の12

T E L　（24）3 8 5 4

大小榊享会・欝商談等に
鋼利用下さい。

1卸食事5匹
：；：菅 の え ね 支 店

盛岡市本町通 I T 目17－6

t 姑 22－9346

肉　の　デパ　ート

丸　　　　　 岩

盛岡市上田－丁目 7 のll T E L （24）65 65




